
動作を表現する構文とその構造図式

佐久間 鼎

� 1. “活語の自他"をつらぬくもの

182 8年刊“詞の通路" (モトオリハノレニワ〔本居春庭]著)に示 された“活語の白

他" の配当表は， 現行のような日本文法の品詞論のワクがまだできて いなかった時代

に， 中古の日本語 (“雅語") に あらわれた動詞の自他の わかれと “うけみ" ならびに

“伎役" との相の異なりの聞を つらねるーすじの連帯性へ の見とおしを示すものとし

て， あらためて評価されるべきものです。

品詞論のたてまえからの動詞と助動詞との分割によって， 助動詞としての“れる ・ら

れる" ならびに “せる ・ させる" の接合による “うけみ"(所相， 受動態)および“使

役" c使役相， 使役態)が形成されるとして， いちおう自動詞と他動詞との対立とは関2

係なし 別途に取り扱うのが一般的な行き方です。 この流儀では， 一方が動詞そのも

のの活用の問題なのに対し， 他方はむしろ助動詞のはたらきに着服すべき事項とし'C，

あまりかかわり合うこともなく処理されます。 その際連帯性というような 事がらは，

あまり問題にならなかったようです。

この種の用言を軸として 構成される構文の実例を比較して， 事実に即して その聞の

関係を検討するにおよんで， それぞれの表現要請に 応じてそれ に適合する構造の成り

立つことと， それらを通じてたがL、に黙契するゆえんの ものの潜在する ことに思し、L、

たることが期待されます。 そうしてこの事理は， ひろく言語理論の 一般的なものにつ

らなり， 一方構文論的課題を成すとともに， 他の一方語構成の問題の 機微に触れて，

ついに構文論と語構成との二つの分野の問をつなぐ“かよいじ" c通路) を見とおさせ

るでしょう。

この “相" の穫別として説かれる “はたらきかけ一一うけみ一一使役" cr能相， 所
相， 使役相」また「発動態， 受動態， 使役態」ともいう)の三様相は， 日本語では“す

る" 一一“される"一一“させる" の対置によって代表されるでしょう。 これを構文に

おける具体的な実例に ついて比較解明する とともに， 語構成の細部に立ち入った解析

を施すことによって， 両者がたがし、に緊密にあい応じあい伴なう とし、う機能的な事理

の発見に導かれます。 この点で日本語は きわめて規則正しい関連性を示してくれて，

一般言語理論への重要な寄与を容易にしてくれます。

� 2. うけみの問題について

“うけみ"は， 品詞論のうちの“助動詞" rれるJ rられる」の項でとりあっかわれて，

それが動詞と結びついて， はたらきかけに対する うけみ (能相に対する所相， 発動態
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に対する受動 [被動〕態)を構成するとL、う手続きで説明されるのが一枝になっていま

す。

このばあい英文法でのVOlceの対立， すなわち actJve対p assiveの関係が思い合わ

され， それに準じて この問題を こなそうとする姿勢に導かれがちです。 ところが， 思

いがけなく “自動詞のうけみ" という問題に出あって， “日本語では， 他動詞ばかりで

なく自動詞からも受身をつくる ことができる"とL寸特例を認める形で， あまり事の次

第にふかく立ち入る ことをしないで通りぬける ことが常例だったようです。

マツシタ(松下太三郎)は， うけみに2とおりの区別がある ことに巨をつけて， “本

来のうけみ"に対して “被害(またはめいわく)のうけみ" を対置し， その異なりを明

らかにして日本語に特異とも いわれる事実に留意を うながした ことは， 言語の事実に

即したすなおな観察の成果というべきでしょう*10

自動詞からも“うけみ"ができるという ことから， 自動詞と他動詞との差別のめやす

が見失われる こと を心配するのは， あきはかな考えにすぎません。 日本語では自動詞

と他動詞との区別が立たないとか， これを区別する文法上の必要(理由)が認められな

いとかし、う主張判も一時学界にあらわれた ことがあるようですが， そこまでいったの

は この辺の事実を見そ こなった ための空論の行きすぎで， 論者のた めに惜しむぺきで

す。

� 3 構文の図式による展示

図式を用いて構文の主要な構造を示す ことは， “文の解剖" などの名称のもとに， ひ

ろく文法の教授や文章の解釈の ために適用されて来ました。 さらに理論的考察に対し

ても有利な方法として利用されています。

従来の学校文法の通説にもとずいて， いわゆる“文節"の連援のもょうを示すために

試みられた棒つなぎ式のもの(ハシモト案)， “入れ子型"の重なり合いを構造シェー7

と見立てる方式(トキエ夕、案)のものは周知の方式ですが， ほかにも種々の考案が出て

います。 これらはそれぞれの存在理由をもって立ち， 応分の説得効果をあげているの

でしょうが， いずれもまだごく単純な文型について適周されるだけとしづ現状で， 日

常生活にあらわれるいろいろな話し ことば， 香き ことば の具体的実例に施して解析的

効果を発揮すると ころまで進んではいません。

一般に図式による展示では， X軸YiIi由の2次元的な面のひろがりに局面を展開する

ことができると ころに有利な点が認められる わけですが， 構文の図解に対して は この

利点がほとんど活かされて いない現状で， 多くの図解の方式は， 話線における前後の

各部の意味構造の上のつながり (“かかりうけ" の関係)を線条をもってつなぎ示す程

度にとどまっています。
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本l ただ難をいえば， 一方を“本来 の "として他方を本来的でないかの ように印象づ
けたとすれば， 多少の 批判 の 余地がなくもありません。

*2 いわゆる自他の わかれ の 事実をも否定するような口ぶりをもらしたヤ7ダヨシ

オ(山田孝雄)の 所論は， さすがに追随者を得なかったようです。



もっと進んで図解の方法を全面的に利用する ことが考えられて いいでしょう。 話線

における構文の成り立ちについて， 筆者は これを試みて， 言語活動の現場における展

望から出発して， 言語表現のための事がらの分析， ならびに その意味的ないし記号的

成分の話線へのmontageを跡づける方途を示しました判。 このばあいに適用した展示

の方式を

(A) 言語活動の場の展望図

と名づけることにします。

いま， 現場における動作のひとこまを話線に反映する次第について， 典型的な例を

あげてみると， つぎのようなことになります。 言語機能の根本的な ものとして立てる

べき4項. 表出， うったえ， 描写， 演述のうちの第4項“演述" に当るわけです。

第l図は， “〔だれか〕が〔どうか]する"という動

作について， 現場におけるできごとをある人物(動作

者)のしぐさ(動作)として認知して， その所見を“は

なし手" がその場において相対する “諮しあい手" へ

伝え知らせるとL、う伝達の成り立つ次第を示すもので

す。 現場では， はなし手とあい手とが共通の知覚の場

をたもち， しぐさを見てとったはなし手がその所見の

事がらを伝達するたちばにあります。 その際所見の司王
第1図

象は， 一体の経験(知党過程)として与えられています。 それを伝達内容として話線に

とりあげて， 時間的に前後に配置された系列と するためには， 特定の加工が必要にな

ります。

一体としての知党的経験の事実たる その場のしぐさについて， 動作する者と動作の

次第とを分けてそれぞれ の記号をあてはめ， これを一定の順序に配置する ことで話線

を形成するのが常道です。 動作者をあらわす語(体言)と動作の次第をあらわす語(用

言， ここでは動作性動詞に限定される) とが話線の材料となって登場します。 これが一

定の内容をL、L、あらわす役目を するためには， 動作者と動作と の関係が一定の方式を

あてがわれて構文としての型に合致することが， 正式には必要とされます。

いま， “あるく" 動作が問題となっているとすれば， 現場のもようによっては動作性

動詞のjaluk(歩)-ujとしづ変化形のままを使ってすむこともあり， 他の変化形 “ある

こう"jaluk-õjとする必要のあるばあいも出てきます。 いろいろのばあいを学校文法に

いう“終止形"で代表させて説述するのが一般のならわしで， それによると， このばあ

(だれそれ)が あるく。

として， ひとつの文型として立て られます。 ここで動作者一一動作(actor-一一action)

の関係を示すものとして， 動作者を表わす語(“体言" [名詞， 代名詞])に “助詞が"

をつけていい， この語苦手を結びつけたのが“文節"として役わりをするというふうに説

*3 “話線における構文 の 発生 ・ 発逮"(計量国語学13号[1960年6月]， 18-28)。
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明されます。

語辞を対象として それらの形態と機能とを研究す る品詞論のたちばから， 構文の問

題を点検し考察して， 構文のしくみ としてとくに必要ないくつかの概念構成を余儀な

くされながら， 根本的には品詞論の建前でこなして いこうとするのが 従来の文法の行

き方です。 これを全面的に改めなければ ならないとは， しだいに盛り あがって来た気

運です。 そうすると， 通説に従った説明はいちおうすべて解消しなくてはなりません。

そこで， ここに簡単な事例から順を追って構文論を築きあげて いこうとする次第で

す。

� 4. かなめ構造と番手

はなし予とあい手との対立に よって成り立つ発言の場は， 現場として同時に両当事

者の知覚の場になっています。 そこで見関した事件を伝達報道す るためには， はなし

子は伝達内容を処理加工することになります。 便宜上ある穫のワクができているので，

それにはまるように経験の事実に ついて形式を ととのえます。 いわば一種のチャンネ

ノレとして， 成型された道が用意されているのが一般です。 “文型"もそうしヴ用途をも

ってできあがっているものに外ならないといえます。

動作するとしてもち出された“ひと"またはこれに準じる者は， 前述のようにくだれ

それーが〉として動作をあらわす動詞に結びつきます。 これを構文の成分として見ると

き， 特定の関係に立つことが明らかです。 これを“l番手"と名づけることにし， それ

の図示のために Oのしるし を当てます。 話線に おける前後を左から右への)1買で示す

と， 第1図の長方形の映写面にあらわれた

。一一刀
は， 動作者から動作への構文関係を示すものになります。 ここで象形文字況をあるく

動作の意味で借用しました制。

図の中の矢じるしは， 話線の進行の方向をあらわすものですが， この特定の動作〈あ

るく〉のばあいはこれでよいとして， 一般に動作を為らわす ためには， 一般的なしる

しが必要です。 そのためにこの矢じるしを つかうことにしますと， これは動作をあら

わす動詞全般に共通に用いることができます。 一番手を結び今ける動作の動詞は， (す

わる)， くたっ)， (とぶ〉などいろいろありますが， すべて次のような図式での構文を

成りたたせます。 市
〈)

*4 とのシュメーノレのヒエログリフ ィクでも， シナの古代での象形と同様に， 当初の
文字は誇も音も表わしたと考えられます。 Charles H1gounet， L'立criturc， 1955， 

p. 25. 
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つぎに， 動作によっては， 効作者だけではなく， それとともに動作の対象となり処

置をうけるものを話線にならべることがあります。 このばあいの第2の項目は "ひとけ

になっていることもあるし， “もの"になっていることもあります。 それをあらわす語

に “助詞" のくを〉をつけてあらわすことが一般的で， これは2番手としての地位を

与えられます。

これを展望図で示したもの第2阿では， その動作を意味する象形文字は， くたぺる〉

(食)動作を象徴します。 この動作を見る現場の は な

し手は， この動作で処置されるものを話線にかかげる

ことになり， “(なになに)を" とし、う成分を構文にと

りいれます。〈のむ) (飲). (とる)(取). くもつ) (持)
なども同様の関係をもってものに対しますが. (よぶ〉

(呼). (うつ)(打)などの動作では“ひと"を2番手に

立てることもあります。 いずれにしても， この程の動

作の動詞は 1番手と2番手とを自分に結びつけて，

構文を成り立たせるものです。

第2図

これを図式で示すためにつぎのようにきめます。 1番手の “(だれそれ)が"のしる

し Oに対して 2番手の “(なになに)を" のしるしとして Oを用い， 動詞一般と

しての矢じるしでこれを つらぬく ように構文関係を図示します。 この動設は他動詞に

なるわけです。

。べラー
ところで， ニのような1番手 2番手とは別に， なお第3の成分を話線の上にもち

だす表現上の要求が， ある種の動作のばあいに生じます。 このばあい 1番手と第3

の成分とが必要な もの， すなわちその動詞は自動詞と認められるもので， さらに， 第

3の成分を備えることを求めるものと， それとは 別に1番手. 2番手と並んで第3の

成分を備えることを本来とする， 他動詞と認められるものとの 2 とおりがあります。

たとえば， “(さお)が (きし)にとどく.. “(生徒)が(うち)へかえる" のような

例でくに〉ゃくへ〉のついた成分は， これにあたるわけで， これを3番手として立てま

す。 さらに2番手も必要になる動作には， 他動詞に編入されているもののうちで， ら
るめあてを表わすようにで き て い る， 特定の種類の動詞を使います。 これらは1番

手. 2番手 3番手の成分を3つながら結びつけるもので， {おくる〉とかくとどける〉

とかというばあいのように， ま た{l、う〉とかくつげる〉とかし、うばあい のように，

送り先， 届け先または “あて名" を明示することが 構文を整えるうえに 必要なわけで

す。

話線に おけるこれらの番手の前後の順序は， かなり自由に入れかえる ことができま

す。 構文のしくみとしては 3番手を右のはしに置いて， 典型的につぎの図式におき
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式図造機のそと文檎るす現表を

。

作

す

勤

まめ

2番手

�(自酬の例)。
(だれそれjが

O---Ð---L] ( 
3番手にあたるべひと" や “場所"は， (に〉または〈へ〉に導かれて動詞に結ばれ

ますが， これに類したはたらき昔どするくまで〉や〈から〉のついたばあいも， 3番手に

準じるものとして取扱うことができます。

以上のように番手の判別と動詞の 性格との関係はむしろ本来的なもので， 番手の転

換は必然的に動詞の転性と相即して， 構文における使命をはたすとしう事理が見出さ

れます。

こういうふうに， 動詞をかなめとして 番手が結びあわされる 関係を図式的に表示し

た方式を (B)“手くばり構造式" と名づけましょう。

� 5. 単純な構文とその手くばり

動作についてのペる話線を稿文として とりあげて， その当然備わるべき重要成分を

とりだすと， 他を結びつける役割をする動詞と， これに結ばれるそれぞれの役柄の成

分とが見られます。 そのうちの役づけられた “ひど' や “もの" は， それを あらわす

体言(名詞， 代名詞)にそれぞれの“助詞" をつけて， 番手にしたてて(演技の役をあ

てがって) 話線に登場させます。 その番手に， 1番手 (くが〉のつくもの)，2番手((を〉

のつくもの)， 3番手 ((に ・ へ〉のつ〈もの) の区別が重要で， 動詞の性質と呼応して

いなければならないことが わかります。 なお3番手に準じて待遇するのが ふさわしい

成分もあって， 時として見わけに注意を要する例も出て来ます。

たとえば， (とおる) (通)とし、う動作の動詞は， 2番手を必要としない， 自主的な行

動をいう自動詞だという ことは明らかです。 ところが， それがつぎのように結びつけ

られることは， ごく日常的なはなし方にも行なわれています。

(ひと) が (みち) を とおる。

このばあいの “(みち) を" が， 動作の実行によって処置されるよう必役割にあたるも

のでないことは， すぐにわかります。 〈わたる， こえる， よこぎる〉などの類例をしら

べるとわかるとおり， これらは移動をし北、 あらわす自動詞で， ある地域・場所を通過

することをL、L、たてるのに， よく用いられるL、L、方です。

“そこを出る.. “町をはなれる" などとも使います。 前の例の “(みち)を" はもちろ

ん動詞の移動運動の意味とにらみあわせて 役割を決定することができるもので， 別の
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移動運動の意味の動詞くつく〉が “(やど)に つく" のように3番手を結びつけるの

と同趣の関係を示します。“(ひと)が (みち)を とおる" の例と “(ひと)が (み

ち)を つくる" の例とを比絞して そのことなりを玩味することが有効です。(手くば

り構造式でも， もちろん表記法で区別するf考案が必要になります。)

副詞は， 効J司などの用言に添わってその表現を布rtì\，、足すものと し、われますが， 動作

の列J司に結びつけられて その芯�I[去をつけjJ日え， 動作のもょうを あざやかに浮きださせ

る役目をします。 これは動詞にじかに結びつく 成分として 番手と同様な構文要素とな

るもので， のちに説くように動詞の活設を になう語幹に結ぼれて意味の補足をするこ

とに留意しなければなりません。 これに対して， 副読として品詞わけされて いるもの

の中にその役割がこれと全く異なるものがあり， 動詞の語尾の曲折にl呼応して， 構文

の表現のいわば時間的姿づけ などを担当するとL、う事実は， 語幹に よる動詞むすびと

区別して別様に機能する事実としてわきまえなければなりません。

現場で見聞された動作について そこに出場する役割を話線に あっては番手によって

前後に系列化し， これらを結ぶ役目を帯びて最後に動詞が登場するのは， 日本語構文

の “通常語順" の事実として認められている ところです。 その順序は: 1番手/2番

手/3番手 (または3番手/2番手)/動詞直結の副詞/動詞/のように な らぶのが正常と

考えられますが， 拘束的でなくて融通ができます。 その)1原序が構文の くみたてを強制

するものではないわけです。

さて， これらの構文を通じて， 語法の観点からすれば， 動詞が1文のかなめの要点

を占めて， 他の成分を結びつけると いう趣を更します。 この構造を動詞むすびと名づ

ける ことができます。 その際動詞の性質が全体構造を左右して， 自他の異なりや関与

し方のもようでいろいろの型をうちIUします。
ォ

ハノレニワが“活訴の自他" のはじめに立てた“円ら然かる"は， 自然の成行をし、L、あ

らわすばあいの構文にも当てて みるこ とができ そうですが， 形式のうえから“自ら然

かする"自発的動作のばあいと同様に取り扱われましょう。 “自然にそう成る" という

のと， “円分でそうする" としヴばあい との区別を問題とする必要もあるわけですが，

ここでの一般論としては， 自然現象も自発的行動と同じような しくみで表現される が

常例だとしてきしっかえなレでしょう。

“(雨)が 降る川 “(揚)が はれるぺ “(はら)が たつぺ “(子)が なく" “(烏)

が とぶ" などなど， いちいち区別を試みることは， この際無用として， 一様に取り

扱い， 1番手を動詞が結びつけるとして説けばL叫、わけです。 すなわちこれらは一様に

C一一
のように図式化されます。

動作者がだれか他の人または物を処置して変化を与えたりすることは， いずれも動

作者の意図にもとずくと考4えられるばあいで， ハノレニワのL、う“物を然かする"との項
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動作を表現する構文とその構造図式

目に当り， 2番手を構文の成分として要求します。 そこで処分さ れ変化をうける対象

は人たると物たるとを問わず ， 一様にOのしるしで示し， これを矢じるしでつらぬく、

こと， つぎのとおりにします。

(ひと)が (2t;:)を
移動をあらわす動詞， とくに来往をし、う動詞に ついて， その到達の場所が重要性を

もつことは当然です。 そのめじるしに関して 3番手が要求されますが， そのメアテに

近づいていく行動と それから遠ざかる行動とが 表現上同様に有用なので， つぎのよう

に3番手の包容をひろげてそこに含めます。

o � 
(ひと)が {どこか)へ 行〈。

(どこか)から未る。
たとえば， “(こども)が (学校)から (うち)へ かえる" のような構文では，

・ からー へ"をあわせて3番手とするのが好都合です。“(だれか)に たよる"のそ

ちらへ向かう方向と， “(だれか)から はなれる"材の反対の方向のメアテも3番手と

して構文にあずかるわけです。“来往の動詞"についてこのような関係が成り立ちます。

かつて“受給の動詞"として特性を説いた1類の語群にあっては， それの結びつける

成員として1番手と2番手とのほかに3番手を要する ものとしてくやる)， (おくる〉の

例で見ると， 次のような関係が示されます。

O--Ð-LJ 
〈ひと)が (213;)を (ZTt)へ l:?L 

ところで， この穫の来往ならびに受給の関係の表現が， 日本語法の内部で特殊の規格ー

をつくり出した敬譲語法と内面的に.契合して いることは， 学界一般がもっとはっきり

認識しなくてはならないところと信じます判。

以上のほかになお番手としてかなめの動詞に直接結びつけられる 2-3のものが数え

られます。 これらは準3番手のように取り扱うことができます。

� 6. うけみの2種(1)

“動作のうけみ" とその手くばり

動作の表現にあたる構文について， いままで述べて きたのは， 動作者が自発的にふー

るまうばあいのものです。 それをいわば哀がえして表現する， 他者の動作によって事

がおこるばあいのものが， 一般に成り立ちます。 これを “うけみ" とし、し‘ますが， “う

8 

*5 こ の例で “ にそむく" の いい方もできることが注意されます。

*6 こ の問題について の理論的展開は， 別に考案しています。



Jすみ" の構文を導き出す手法は， 日本語では特定のいわゆる“うけみの助動詞"を動詞

;こ接合させて， いわば溶接によって1本になった動詞を かなめとして役割を つとめさ

ぜます。 それと同時に手くばりについて入れかえを行ないます。

在来の文法の説明では， 動詞に助動詞のうちのくれる〉べられる〉をつけて “活用連

語" をつくり， これを述語として “うけみ"に立つ者を“主格"にすえて述べる， など

という ことになります。 品詞論の建前から， うけみの助動詞に ついてくわしく説かれ

ていますが， それと構文における手くぱりと の関係がゐまり話題にされないで， 鮮明

さを欠くきらいがありました。 これを学ぶ者に とって， じゅうぶんの理解を身につけ

るに宅らない状況がつづきました。

こ こに問題となる “助動詞"は， ヨーロッパ語法にし、う助動詞 v erbeauxiliaireとは

ちがって， 日本語のばあいには動詞の語幹に活着し て複合したl個の 動詞と成りすま

し， 役がらのいれかわ った番手を結びつけるようにはたらきます。〈れる〉とくられる〉

というような2つの助動詞が存立 する のではなくて， じつは “ ー(l )ale-l u" という1つ

の“助動詞"がうけみ動詞を造語する役割をするわけです。 これが接合する動調の語尾

変化方式によ って， 判(1)をはずしてtol-ale(取られ)， nom-ale (飲まれ)となったりあ

るいは(1)をとりこんでkae-lale(代えられ)， tabe-lale (食べられ)となるという， 臨

機的に facultativ e着脱して語構成をいとなむわけです。

これをつぎのように述べても同じことです 一一一前につく動詞が“強変化"のものな

ら， それに活着する(用言的) 造語分は -ale- で， その反対に ‘15変化" のものなら，

造語分が ーlale-になる， と。 こうしてできた隊合動詞(うけみの動調)，土レずれもひ

とつの弱変化動詞としてふるまい， 構文の呼応に対処します。

このように， 語幹を重ねた用言としての うけみの動詞が構文における かなめの結び

目としてはたらくと ころに， はたらきかけの ばあいと異なる構造上の特色が生じてく

るわけです， その手くばりをふくむ構造全体を視野のうちにおさめる ことによ って，

うけみの語法の事理がはっきり浮かびあがってくるとし、う次第です。

当初7ツシタがその区別に ついて的確に指摘した2穂の うけみについても， その手

くばりの関係について注目をうな がすことに よって， その碕別と性能とを図示して理

解しやすくする ことができます。

いま， “(ネコ)が(ネズミ)を とる"という表現につレて， “ヰプ' が切りによ

って動作する者としての役どころを与えられて1番手に立札 “ネズミ" が くを〉によ

って他の動作の処置をうける役まわりを与えられて2番手となるので， 一般の “他動"

の構文として形づくられるわけです。 この同じできごとを うけみのたち ばで透べるこ

とが， 動詞の体質変化に伴なう手くばりの改変とし、う手段で可能になります。“ネズミ

をくが〉によってl番手にしたてて， “ネコ" からの動作のうけみの態勢を動調の改変

によ ってあらわすと同時に， “ネコ" の新規の役割を〈に〉 をつけることによってあて

*7 現行の ローマ字つづり方では(r)をあてますが， ここではO式ラテン字 の 方式

をとって(1) にしています。
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動作を表現する構文とその構造図式

がうのです。 ここでいままで見え なかった新しい番手の出現に当面します。 そこでこ

れを “あらて" と名づけて， それの図示のためにCコ(または仁=>)のしるしを当て

ることにします。

つぎに以上の表現の種別を対照して示すと， 図示のようになります。

1番手 2番手 動詞(他)語幹 語尾
(ネコ下カマ (ネズミ)を とるo - tol- u

H立たら 1 <' 、) ( ， -
l き かけI \ I � J 

回
うけみ

うげA 動 詞あち手 うけみ動詞他動詞時骨 語 尾
(ネコ)に とられる。 - tcil -'- ale.. .-. lu 

ここで， 強変化の動詞〈取 -u) のかわりに弱変化の動詞く つかまえーlu) をつ か うと，

うけみ動詞の造語分として - ale- のかわりに ・lale- がはいって， 音節の数が ふ え るだ

けで， 他にはかわりがありません。

このようにして， はたらきかけにおける他動詞から 導かれるうけみは， 動作者と動

作の対象とたって処置されるものとが， たがし、に その地伎を入れかえて， そうした新

しいたちばから述べる， いわば反動作の表現です。 このばあい の1番手はもはや動作

者 (シテ)でなくて受動者です。 動作の実行者は表現の面にあらわされていません。 ヨ

ーロッパの語法における発動と受動との“相"の対立(英語にいう actlveVOlCeとp as­

si ve voiceとの反立転換)もまず同趣の事現と解して， 他動詞から導かれるうけみのば

あいを“本来のうけみ"と名づけたわけもわかります。 他の種のうけみと対照するため

に恩いついた“本来の"とし、う称呼なのでしょうが， むしろ “動作のうけみ" と名づけ

る方がさしさわりがないと思います。

� 7. うけみの2種(2 ) 

“利害のうけみ" とその手くばり

日本語の独特の表現として7ツシタが判別したうけみに， “被害の(またはめいわく

の)うけみ"があって， 前記のうけみと性能を異にしています。 前記の“動作のうけみ"自

に対して， “利害のうけみ" として， 消極的なばあいだけでなく積極的なばあいも含め

て， 適当な取り扱いを施すことにしましょう。

これは“動作のうけみ"とちがって， 自動詞からも導かれるところから， 最初注意を

ひいたものです。 “ 日本語では， 自動詞からもうけみができる"ーーーということで， 当

初は奇異の感をまじえて受け とったとしたら， そこにヨーロ ツパ語法のワクでとりあ

げられた 日本語の姿を想像せずには いられません。 その真実の姿は， そうした先入見

を消し去って虚心にすなおに現実に直面し透入するところにあらわれるはずです。

この“利害のうけみ"は， 動作のうけみと趣を異にして， 自動詞， 他動詞の別にかか
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わりなしに， かつまた自発的動作の だけでなく， 自然現象をL、う動詞や， 成行をのぺ

る動詞に通じて成り立 ちます。 概していえば， ヒト(他人)のしわざによってその影響

をうけてめいわくを感じたり， 事件の余波でと ば っちりを引きかぶって因 ったり， 時

としては好ましくないことの反対で， 利益や光栄に浴したりする ば あいの たちばの表

白として適用します。

この表現にあっては， 利害を感じる者が1番手にすわって， うけみ動詞がこれとか

なりゆるい関係でむすびます。 そのもょうを端的にあらわすのに つぎの ような図式を

つかし、ましょう。

1謡千 ぁιて うけみ動J司(オヤ)が (ムスコ]に しなれた(死一ale-fa)

“鳥屋が 鶏に にげられる' では， にげる鶏の行動はL、ちおう自発的と考えられま

しょう。 “あめに 降られる" や “子に 先だたれる" など自然現象のばあい， 自然の

成行のばあいも， 同じようにこの種のうけみでし、L、表わされるわけです。 動作のうけ

みとのちがし、は， 自動詞から由来するかどうかにはかかわりません。

同じ利害の関係に立つ事態が， 他動詞からも導かれることに留意しましょう。 “物を

然かする"といわれる他動詞について， 他人の動作の結果が当方の身にふりかか ってく

るとしづ事態で， この種のうけみの表現が適用されます。

J;番l' ありて 2番手 うけみ動詞(ワタシYが (ドロポー)に (カネ)を ぬすまれ ・た(nusum-alc- ta) 

ここの例で l番手に立 つ “ワタシ" は， やはり動作をあらわす動作の意味には無縁で，

その動作を実行する他人 (ここでは“あらて"として登場する) のしわざの影響によっ

てめいわく(被害)を生じるという述べ方になっています。 ワタシの意向には関係なく，

事がらが他人の動作によって突発して， それのかかりあいに なってこまった状態にな

っていることを表現するのが， 他動詞から導かれた うけみを使う利害の うけみのばあ

いの特徴です。

ここで構文構造の分析とL、ヴう見方から注意される ことは “吋(カネ)を (盗)n山US印um-'て)--一 とè.lう5 2…詞 としう1…詞語j高也操u術開 �-
語幹との直結 と， “(ワ (' 可翠�Y 幹との問の呼応的結びつ

タシ)が ・ale-" '-_JF きとの脈絡です。 構文の

構造分析が， 語辞の配列の前後関係だけでは明かに とらえることができないことの最

初のl例としてここに留意したいのです。 語幹一語尾の動詞分析が， このようなうけみ

動詞などの複合的語構成において構文論的しくみ に参与すると見る ことが必要なゆえ

1L 



動作を表現する機文とその 構造図 式

んに思し、L、たるべきです。

他動詞から導かれたうけみ動詞を 使って表現する構文も， 日本語の言語生活ではご

くあたりまえの事例なので， いちいち説くまでもない次第です。 “トンビに あぶらげ

を さらわれる" のような被害の ばあいに極めて一般に用いられますい “ 勲章を さ

ずけられた" などの利益のばあいにいうこともすくなくありません。

そこに 日本語に特有な親しみ， 日本語らしさが 感じられるほど ， 日本人はこうした

利害のうけみの表現を身につけて いるのです。 身にしみて感じる ままを打ちだすとい

う趣があるといえましょう。 ところが ， ヨ ーロッパ文法で は律しえないこの表現様式

を， それぞれの ヨ ーロッパ語の文法知識(多くは英文法の)にてらして ， 何か “ 非論理

的" とか“不合理な"とかと文句をつけて， これらのばあいにも動作のうけみのL、L、方

に引き直すのが正当だと考える人たちが出現しました。 それは自分たちのしづ言語表

現を論理的に整え思考法を合理的なものに改めようと しヴ意図をもっと見られる現代

日本の類型的な知識人たちを含んでいますが ， 言語の実態に ついては知識も反省もと

ほしく， い ちがし、に各自の習得した公式をあてはめて 処理しようとするのです。

この流儀でいくと ， すぺてヨ ーロッパ語におけるうけみ ， すなわ ち動作のうけみに

引き直すことになって ， “(カネ)が ぬすまれる"とか“(アプラゲ)が さらわれた"

ということになります。 問題としはなしのたねにしようとする事がらからそれて ， 問

題にならないような事がらを しいて取りあげて いるという ， 表現のねじれがここにあ

らわれます。 “ 合理的" の合い言葉でこういったさFごちない文句をはやらせようとする

意図が， しかも言語の教育教化に当る有識者の聞に ちらついているとすれば， 事は重

大です判。 日本語の本来の姿に立 ちかえってよくよく再検討する必要があります。

� 8 使役の手くばり

使役の表現も， 動作の動詞をつかって， いわゆる使役助動詞〈せる・ させる〉をそれ

に接着させて作った活用連語を述語としたものと説かれます。 ところで ， このぱあい

にも， 2つの助動詞 くせる〉と〈させる〉とが存立するわけではなくて ， 1語の用言的

造語分としての ， 弱変化をいとなむや)as-luが動詞語幹に活着して複合的な“使役動

詞" ともいうべきものを造語するのに外ならないのです。 その“ 使役助動 詞"は ， 強変

化の動詞の語幹に接着するとき-a叶とし、う語幹の形で， また弱変化の動 詞の語幹には

-sa目 ・という語幹の形で融合して l個の動 調を造語し ， 全体として 弱変化の活用を示し

ます。

使役動詞の導き出される もとの動詞は ， 動作をいとなむ自動 詞および他動詞です判。

その動作をいとなむ者は， 使役の事態にあっては ， 1番手として 話線に あらわれる人

12 

句 英語でさえ， Alfred gives the book to Charles. から本を正面に立てた The
book is given by Alfred to Charles. といううけみを導き出すほかに Charles is 

given the book by Alfred. ともいうそうです。 日本語では当然 “利害の うけみ"

でいいあらわすばあいに相当します。
*9 ミカミ(三上章)の いう能動詞にあたると見ていいでしょう。



物の意図をうけてそれに応じるような動作を実行する者として， “あら手" の役づけを

うけて登場します。 意図の実現を他者に よって成しとげる ために1番手に立つ者は威

圧や勧誘によって実行者を “手先につかう" とし、う事態が， しばしばこの“使役"方式

で表現される次第です。

このばあいの人間関係と動作方向とは， つぎの手くばり構造式で図示されます。

。…仁=>---1番手 あちて 動作(自動詞からの使役動詞)抗生が 位徒1に たたせる(tat-aseーJu)

この例文では， tat(s) [立〕ー とし、う動作を実行するのが “ あらで' に役づけされた者

{生徒)で， その動作へとさそいこむのが1番手にすわる者 (先生)です。 その人間関

係は， 意志の伝達ないし威圧をあらわす波線のヴェク卜ノレによって示されて， あらて

がその力をうけるもょうを明らかにします。 “ あらて" はいちおう((-.. .)に〉として

の話線にかかけ・られます。 時としては自発的動作(“ みずから然かする")ではなくて自

然成りゆき(“おのずから然かる")をあらわす動詞からも， 使役動詞を作りだすことが

あります。 そのばあいは， 自然現象などについて， その進行をさまたげたり すること

が不可能で，放任しておくほかはないとLヴ事態をいうことになります。 その例:“(あ

め)にふらせるべ “(かぜ)に ふかせる" など。

ただしこうし、うばあいに， 使役動詞としてや)as e・ の使役語幹を活着し て 作りだし

た複合的動詞を l個の他動詞として 使いこなして “(あめ)を ふらせ"“(かぜ) を

ふかせ" のようにする ことが次第に一般に行なわれてきました。“ (おや) が (子ども)

を 死なせる" のような表現も， こうした因縁から一般化するに至った かと思われま

す。 “泣かせるぺ “ふくらませる" などの例を見ると， 使役動詞と他動詞とが接近して

くるし， 他動詞の〈動かす)， (おどろかす〉 にかえてく 動かせる )， (おどろかせる〉を

他動詞として使う傾向が実際にかなり見られます。 “ (こども) を なかせる"は， もは

や文語法的にいって“( こども)をして 泣かしめる"ではなくなっているようです判。。

しかし， もとの動詞が他動詞で， それに伎役の造語分が活着し て作り出された複合

的動詞では 2番手がもとの動詞語幹に直結しますので， 梼文の手くばり は複雑にな

ります。 もちろん2番手のめじるしに “助詞〈を )" を要しますので， 文語法的にすれ

ば “ー をして"というのにあたる “あら手" には((ダレソレ)に〉 の形をあてる常道

にたちかえることになります。

、 INVV\ハザヘ.� )一一--r-一 「一一一-
与三 あら子 三王手 伎役動詞(-報器開I�)‘悦引が (生徒)に (本)を よませる(� yom-ase-Iu) 

“母親が 子どもを 泣かせる" こともありますが “手しを のませる' ニとに なる

ホ10 関西ζとばでも “況かす" は他動詞といえるでしょう。 そ れと同じになってい
るわげです。
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動作を表現する構文とその唱構造図式

と，“子どもに" としないわけにはし、かない次第です。

ここでさらに 3 番手を結びつける 構文構造が 手くばり を規定し ます。 このばゐい

“(ドコソコ) エ" の ような3番手ではさしさわりを生じませんが，“(ダレソレ)ニ"な

どとめあてを指定するばあいには， “助詞 〈に )" の重複を避ける用意を要します。

zゴ
たとえば “(主人)が(運転手) に(荷物)を(客)に とどけさせる"のように〈に〉

が重なるばあいも生じますが， これらはまず特別な例でしょう。 もちろん適当な こと

ばっ・かいを工夫してL北、かえることができるはずです。

うけみの構文と同様に使役の構文に ついても， 手くぱりと 動詞の複合的構成との間

にたがL、に相応じる緊密な関係が成り立 っていることがわかります。

� 9. かかりうけの “すじめ"

動作の表現における構文の検討によって， 動詞の自他， うけみ， 使役の事項が品詞

論， とくに助動詞の用法という観点からだけで解明されるもので ないこと， 構文構造

の 全体を視野のうちにおさめてはじめて， 有効な解決のかぎが見いだせること， そう

した見とおしをもって この線に沿って歩みを進めるに当り， 全体構造をしっかり結び

つける脈絡関係を一層はっきりさせるために(C)“すじめ構造式" を提案します。

一方1番手 2番手 3番手にさらにあら手を加えた番手の陣容に対して， 動詞の1

かなめとしての役割が対応して， その聞に特定の連絡関係が 成りたつことは， 前述し

たところでもわかる と思いますが， さらにこれを簡明に記号化することによって， 複

雑な構文についても構文手くばり の7クロ構造と 動詞の語構成のミクロ構造との相即

相入の事理を明快に示すことができます。

この相即関係が， いままで一般に“かかりうけ"の関係として考えられたような， た

るんだものではなくて， かなりピンと はりきった直接の結びつきだということは， 注

意すべき点の第1。 さらにその動詞むすびが， 語義をになう動詞語幹のセマンテムと

しての営みに属することは注意すべき点の第2に あげなければ なりません。 図示によ

ってこのことが見られましょう。

言語の科学的分析の段階では， 動詞の語幹は まさしく その動詞の語義を全面ににな

うセ7ンテムとして， 前述したような動詞むすび の機能を営み， おのずから語尾の担

当する機能*" と判別されます。 すなわちそれぞれの動詞の性格 を保っていくつかの類

型にわかれ， その性格 に応じて応分の手くばり を要求するのです。 これは従来の語法

論が見のがしたり避けて通り過ぎたり したことだけに， 重要な見地として今後語法上

じゅうぶんに注意しなければならないところです。

さて， すじめ構造式は， 動詞むすびにおける それぞれの 番手をその結ばれる動詞の

ホ11 この問題は動詞むすびとは別の項目としてとりあげたいと思います。
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語幹(複合的動詞に あっては “助動詞"語幹) の造語部分に実線で結ぶことによって，.

公然と話の面にのっている連絡を示し， 同時に点線に よってかげに隠れている可能の

結びつきを示すことができます。 この“ すじめ構造式"は抽象的一般的にそれぞれの型

の 構文における 特性的な連絡をあらわす こともできますが， 実際の文例に適用して，

それぞれの具体的な関係を明らかにすることもできます。

つぎに動作の構文の典型的なものに この解剖展示の方式を適用したものを対照して

かかげましょう。

例文 手< Ii'り すヒめ
E到ヒトカ9 。 《ヒト}が

ある< . 、、、歩-u

11t!! %1 ズミをネネ
と
ロが
る。 。� {ネでご主市-u三立

を

図…ネとコられに る。 ベコ 。 fネズミ{ を}がbfd
I
-必a( l
ネ
ey-コ1)0に

に
コ
ヒげFト古ら1jfれに るd { と り逃がうげ くー(lItaコl eレト-リ/112 )に

f石fE… 0…0-ーコあ;るこかせる。
(:tャ)かヲミ(コと) に1u 

ヒト古守

可;主ぎ/
ゑネコにズミをとらせる

“うけみ"に “使役" を重ねてく されさせる〉のような表現方式を作り だすこと

もできますが， 実際の必要からいえばあまり問題になりません。 反対に“使役"に“う

けみ" を重ねてつかうことは， しばしば行なわれるしかたで， その際の手くばりには，

“はたらきかけ" から “うけみ"への転換(転相) の ときと同様な入れかえが見られま

す。 つぎの構造式によって明かに示されるわけです。

医国 に 古宮 を ......きせ ら れ る .
使役うけみ これは使役動詞をうけみの うちへ取りこんだばあいで， 図のような包み

包まれの関係になる。 l番手は他の意向にしたがい， または威圧によっ

て行動する。
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動作を表現する構文とその構造図式

文 例

(亭主)がーl

(女房)に-1
(買物)を ー!

(生徒)が­

(先生)に-'

もたせられる。 たたせられる。

これらのばあいにおける番手と動詞成分の結びつきは， あらわな連絡として， うけ

み関係と， 2番手対他動詞の直結とが あらわされるが， その うらに使役者と被使役者

との関係と， さらに実行者とその行動との関係を ひそめています。 これを実線と点線

とで区別して示すことが， すじめ構造式の特典になります。

ひ…0 略詑-lu
〈亭主)がi ー い (女房)に{がj (I��船主-�ノ

持- ase-lale-lu.

ここでも， もとの動詞(他動詞)と2番手と の直結は， 手〈ばりや動詞の 複雑化に

もかかわらず， 依然として保たれることが特徴的です。

� 10. む す び
“活語の自他" として見とおしを 与えられた一連の事実は， 一般言語理論として， 能

相一所相一使役相actif-p as sif-caus a tifの問の関連性 に通じるものを提供するととも

に， 日本語の機能的性質に根ぎす すじがねを思わせます。 動詞のうけみ構成の方向に

おいて， 自動詞化の傾向を見， 伎役構成の方向において他動詞化の傾向を見ることは，

一般言語理論的にも偶然ではないでしょう。 そうした事例に立ち入ることは， 他の機

会にゆずるとして， 動作の動詞を とりあげてそれの構文に おけるかなめとしての役割

について子くばり構造の意義をきわめて， 手くばりのいわば7クロ構造が， 動詞むす

びの “かなめ"に当る動詞の語構成のミクロ構造と言語機能に お いて相契合すること

を 鮮明に することが できたとすれば， この所説の， 日本語の言語理論研究における存

在理由は認められましょう。 196 1年9月19日

一一東洋大学学長一一
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